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支部選考委員長講評

東北支部選考委員会は上記業績について提出資料を検討した結果,カーホンニュートラル賞の受賞に相

応しい業績として推薦することとした｡以下に選考理由を纏める｡（なお,カテゴリー②④は取組みがな

い｡）

カテゴリー① 省エネルギーへの取り組み･工夫

本業績は､東日本大震災後に建設された南三陸町役場庁舎であり､｢マチドマ｣をコンセプトに地元住民に

よるワークショップからの意見も反映させた計画設計となっている｡カーボンニュートラル化に向け､エネ

ルギーも地産地消を目指すことから､太陽光ハ゜ネルによる発電や間伐材の木質ぺレットによる暖房､さら

に同町では未使用であった地中熱を熱源に利用する空調設備の採用を行っている｡執務スぺースと｢マチド

マ｣とする共用スぺースで､前者は省エネ性の高い地中熱HPの床放射冷暖房方式を用い､後者は空気熱源HP

パッケーシ゛空調機にバイオマス･ぺレットボイラによる床暖房となる｡他用途の空間では空気熱源HPパッ

ケージ方式(マルチ､シンク゛ル方式併用)､全室の換気は全熱交換器となっており､汎用性があり高効率な

機器が採用されている｡建物全体の一次エネルギー消費量は､省エネに配慮した運転管理により､運用時の

消費量は設計時消費量の約28%減となり､太陽光発電は年間電力消費量の5%を担う｡地中熱ヒートポンプを

採用した運転実績では､従来の吸収式冷温水機で供給した場合と比較して､一次エネルギー削減量は36%減､

CO2削減量は47%減となっており､十分な削減効果が得られている｡本業績は,計画的に様々な機器を取り入

れた工夫された建築として評価される｡



一般社団法人建築設備技術者協会カーボンニュートラル賞運営委員会

関与した建築設備士の言葉

本施設は東日本大震災で被災した南三陸町の新しい役場庁舎です。被災者に寄り添うコミュニティ再構

築の拠点と成るべく、「誰もが親しみを持てる安心で安全な庁舎」、「自然環境を生かし地球環境にやさ

しいエコロジカル庁舎」を目指し、建築計画、設備計画を行いました。マチドマと呼ばれる屋内ひろばは

町民の交流・協働の場で、森林の国際認証である「FSC全体プロジェクト認証」を取得した南三陸町産の集

成材に包まれ、バイオマスペレットボイラによる床暖房で快適な温熱環境が保たれます。他にも空調熱源

に地中熱ヒートポンプを採用し、20kWの太陽光発電・蓄電池を設置するなど、建築とエネルギーの地場産

を重視しました。受賞に当たり、当時の応援職員や学識経験者をはじめ、計画から建設、運用に至るまで

ご尽力いただいた関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

（氏家 純：株式会社久米設計）

カテゴリー③ 再生可能エネルギー利用･工夫

本業績では､太陽光エネルギーと地中熱利用が採用されている｡太陽光発電と蓄電池システムを導入して

おり､災害時対応としての役割も果たす｡空調熱源には環境にやさしく省エネ効果の高い地中熱HPを採用し

ている｡AHUからの温風､冷風でOAフロアのパネルを温めたり､冷やしたりすることで放射効果を与える｡実

績においては冬季暖房時間が延長されたことで電力量は想定を上回り､CO2削減量は想定値よりも若干低下

したものの一次エネルギー消費量とともに十分な削減効果が得られている｡今後は冬季の稼働時間を抑え

ることと適正な熱源水温を管理することで更なる削減効果が期待できるもと考える｡

〇先進性･独創性や普及性

地場産の木材を建材やバイオマス燃料として利用することで､建築とエネルギーの地産地消を実現し､加

えて同町では未利用であった地中熱を組み合わせたエネルギーの活用法が計画されている｡比較的導入し

やすいシステムで構成されているが､｢バイオマス産業都市構想｣を掲げる同町のPR事例となったことは評

価できる｡

以上の評価により,本業績はカーボンニュートラル賞の受賞に相応しいものと判断した｡



■ 業績の概要とカーボンニュートラル化に係わる取り組みの説明

応募申請書 様式３

業績の名称：

 ブランド化した南三陸杉を構造体・仕上げ材だけでなく、床暖房にバイオマス・ペレットを採⽤
町のブランドである南三陸杉を構造体の格⼦梁や天井仕上げ、コンクリートの型枠等などに利⽤し、これらの

取組みにより⽇本の公共施設として初めて、森林の国際認証である「FSC全体プロジェクト 認証」を取得。マチ
ドマの床下は⼟間であることから、冬期⾜元が冷えないように暖かい床暖房に包まれた空間を創るが、燃料･熱
源機器にはバイオマス・ペレットボイラ（無圧式温⽔機）を使⽤。建築もエネルギーも地産地消にこだわる。
次世代の「バイオマス産業都市構想」を掲げる南三陸町をアピールする意味で、復興の⼀助になっている。
図1.2に建築外観、図1.3に「マチドマ（まちの⼟間）」、図1.4に断⾯図、

表1.1に建築計画概要を⽰す。

南三陸町役場庁舎 ～コミュニティ再構築のシンボルとしてのエコロジカル庁舎～
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1. はじめに（震災復興の先を⾒据えた、あたりまえの居場所づくり）
 2011年のこと、それから
宮城県沿岸北部に位置する南三陸町。東⽇本⼤震災により、まさに「まちが無くなる」甚⼤な被害を受けた。

町の⾏政機関の中枢を担う⽊造の旧町役場は津波に飲み込まれ、津波に備えていたはずの防災庁舎も屋上まで
浸⽔し鉄⾻のフレームだけが残る。
⾃⾝も津波に飲み込まれ、何とか⼀命をとりとめた佐藤仁町⻑は、「何があっても⼈命を守る」町を⽬指し、

震災後の復興の陣頭指揮を執っている。 津波対策の⼟⽊⼯事と並⾏して進められた、公営住宅、⽔産業の主
軸を担う卸売市場、商店街等の整備につづき、震災後6年を経てようやく完成したのが、南三陸町役場庁舎だ。

図1.2 建築外観

 安全な場所、気軽に利⽤できる場所に
役場庁舎は津波被害の怖れのない⾼台エリアを、新規に造成して建設された。周辺には庁舎の１年前に完成し

た公⽴病院や公営住宅も建ち、津波の教訓を⽣かした新たな⾏政拠点となっている。
この場所に庁舎を作るうえでの町⻑からのリクエストは、まず「安全であること」そして「敷居の低い庁舎」

であった。⾏政拠点となる庁舎だが、ふつうの町⺠にとっては各種⼿続きの窓⼝としてのイメージが強い。カウ
ンター越しの対応が、職員と町⺠とのバリアとなっているのでは、との懸念だ。そのイメージを払拭するための
アイディアが「マチドマ（まちの⼟間）」というコンセプトである。

仕 様項 ⽬

S造/RC造/W造構 造

地上3階規 模

3,772.65㎡延床⾯積

2,656.75㎡建築⾯積

41.93％容 積 率

16.40m⾼ さ

表1.1 建築計画概要

 ともに町の未来を想う
「マチドマ」というコンセプトが⽣まれた後、地元の⾼校⽣や商⼯会議

所⻘年部などの若いメンバーを集め、そのコンセプトを具体化するための
ワークショップが開催された（図1.1）。カフェの併設や、⾼齢者のバス
待合に使える畳ベンチ、展⽰発表⽤の可動パネル、地元球団・楽天イーグ
ルスのパブリックビューイング等に使える電動スクリーンなど、ユーザー
⽬線の様々なアイディアが出された。
しかし、そのワークショップの中では建築単体に留まらず、まちの魅⼒

や将来像などの多く意⾒があった。施設づくりから、まちづくりへ。震災
という困難のなかでも、復興に対する確かな熱を感じた瞬間だった。 図1.1 ワークショップの様⼦

図1.3 「マチドマ（まちの⼟間）」

図1.4 断⾯図と特徴的な空調･暖房システム等

太陽光パネル 20.4kW
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2. エコロジカル庁舎の建築設備の概要と主眼点、運⽤時の⼀次エネルギー消費量低減

3. 南三陸杉・⼤屋根を構成する⽊質格⼦梁・天井架構から､バイオマスによる暖房システムまで

 空調･暖房･換気設備
 1 階執務スペース､マチドマ､⼩部屋で
それぞれ最適な空調⽅式を選定。

 執務スペース：直天井で梁を露出させ
た階⾼の⾼い空間と床下が⼟間である
ことから、冬期に暖気が上昇し床⾯が
温まりにくいことを想定。
➠ ⾜元が冷えないように床放射(輻射)

冷暖房⽅式を採⽤し、熱源は環境に
優しく省エネ性の⾼い地中熱ヒート
ポンプとし、冷温⽔を利⽤しエアハ
ンドリングユニットから吹き出した
温⾵・冷⾵によりＯＡフロアのパネ
ルを温めたり、冷やしたり、放射効
果を与える（図2.1）。

床放射(輻射)冷暖房

図2.1 地中熱利⽤ヒートポンプによる床放射(輻射)冷暖房

 マチドマ：空気熱源ヒートポンプパッケージ空調機（ダクト接続型・床置き）と、バイオマス・ペレットボ
イラ（無圧式温⽔機）による床暖房。換気は全熱交換器。

 ⼩部屋及び2､3階居室：1階⼩部屋の⼀部はウォールスルー型空調機、2､3階は空気熱源ヒートポンプパッ
ケージ⽅式（マルチ⽅式、シングル⽅式併⽤）。換気は全熱交換器。

 給排⽔衛⽣設備
 給⽔設備：受⽔槽を屋外に設け、加圧給⽔ポンプで供給。
 給湯設備：給湯室とトイレ⼿洗いに貯湯式電気温⽔器を設置する局所給湯⽅式。
 排⽔･通気：建物内は汚⽔･雑排⽔の分流⽅式。
 浄化槽設備：⽣物処理⽅式（担体流動⽅式）の合併処理浄化槽。放流BODは20mg/L。
 ⾬⽔ろ過設備：屋根降⽔の⾬⽔を回収､ろ過殺菌処理を⾏い､雑⽤⽔として便器洗浄に利⽤。
 電気設備
 照明設備：照明器具はLED器具を採⽤。トイレ等は⼈感センサによる消し忘れ防⽌による節電。
 再エネ電気：ピークカット対策と災害時対応として､太陽光発電20.4kW､蓄電池システム22.0kWhを設置。
 運⽤時の⼀次エネルギー消費量低減
 省エネに配慮した運転管理により運⽤時の⼀次エネルギー消費量は、設計時消費量の約28％減となった。
 太陽光発電で年間電⼒消費量の約5％を担っている。

 被災者に寄り添ったコミュニティ再⽣の拠点として、「マチドマ」と名付けた交流・協働空間を担う。
 「マチドマ」を町⺠が気軽に訪れ、差し込む溢れる柔らかい光はハイサイドライトが奏でる。ハイサイドラ
イトは⼼地よい⾃然通⾵を演出し、南三陸杉の梁や天井材とともに、⾥⼭の⽊の温もりを連想する空間の創
造を担う。⼤屋根の下で居⼼地の良い、穏やかで⽇常的な時間を共有する（断⾯図：図3.1 ）。

 ⼈々が馴染み深い⽂化や材料をデザインとして取り⼊れることで「新しくも懐かしい」「新鮮でいてどこか
落ち着く」感覚を⽬指し、昔ながらの⽇本家屋の雰囲気の⽊造格⼦組や⼟間がキーワードとなる。

 「マチドマ」に続く⾏政サービス窓⼝（執務スペース）も、町⺠に開かれた「敷居の低い庁舎」を感じる。
 「マチドマ」の床暖房の熱源として、地場産の⽊材を利⽤したバイオマス・ペレットボイラが担う。
 同時に計画・建設された歌津総合⽀所の暖房には、⽊質ペレットストーブも⽤いられている。
 躯体⼯事のコンクリート型枠にも南三陸杉を利⽤。
 これらの取組みにより､森林の国際認証である「FSC全体プロジェクト認証」を公共施設として本邦初の取
得をした。次世代の「バイオマス産業都市構想」を掲げる南三陸町をアピール､復興の⼀助にもなる。

図3.1 ⼤屋根を構成する⽊質格⼦梁・天井架構等の断⾯図
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4. 地中熱利⽤ヒートポンプシステム導⼊計画と実績･解析･評価

 「マチドマ」につながる町⺠窓⼝の空調シス
テムの省エネ･カーボンニュートラル､快適性
を実現するため､地中熱利⽤ヒートポンプシス
テムを採⽤。

 佐藤仁町⻑の「⼈々の活動の基となるエネル
ギーを全て他所に頼ってはいけない」､「元々
ある地域資源を⾒直して⽣かす」などの発想
から､地中熱利⽤ヒートポンプを導⼊。

 基本計画時、地盤有効熱伝導率を1.4W/(m･K)
と想定した。

 実施設計時に熱応答試験を⾏い、循環時法で
熱伝導率8.02W/(m･K)の値を得た。ヒスト
リーマッチング法で得た5.8W/(m･K)を地盤有
効熱伝導率とした。⾃然地中温度は11.4℃で、
過去20年間平均気温11.4℃と同等であった。

 熱応答試験で得たデータを、地中熱設計⽤ソ
フトウェア”Ground Loop Design”（⽶国Gaia
Geothermal社）を⽤い、地中熱交換器の延⻑
を100m×29本と短くした。

 地中熱のパンフレット（抄）を図4.1に⽰す。

図4.1 地中熱パンフレット（抄）

(a) 表紙 (b) 町⻑あいさつ

(c) 町⻑あいさつの部分拡⼤

 地中熱利⽤ヒートポンプシステム導⼊計画

 地中熱利⽤ヒートポンプシステム運転実績･解析･評価

１⃣ ⽣産（供給）熱量
 1 時間ごとの計測データから計算した、⽣産
（供給）熱量を図4.2 に⽰す。

 当初想定値に対し⽣産熱量は 146％であった。
冷房時の⽣産熱量は減少したが、暖房時の⽣産
熱量が増加した。

拡⼤

 地中熱利⽤ヒートポンプシステムの2020年度の運転実績、解析･評価を述べる。
２⃣ 稼働時間
 1 時間ごとの計測データを集計した結果を図4.3 
に⽰す。

 稼動時間は暖房のピーク期で想定より⻑かっ
た。中間期とピーク以外の冷房期は短く、年間
の合計では想定値の 82％の稼働率であった。

図4.3 稼働時間図4.2 ⽣産（供給）熱量
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4. 地中熱利⽤ヒートポンプシステム導⼊計画と実績と実績･解析･評価（続き）
３⃣ 消費電⼒量
 1 時間ごとのヒートポンプと熱源⽔ポンプの計
測データを集計した消費電⼒量を図4.4 に⽰す。

 想定値に対し消費電⼒量は 171％であった。消
費電⼒量が想定値を上回った主な要因は、暖房
期の稼働時間の伸⻑と推定している。

４⃣ COP（成績係数）
 ⽣産（供給）熱量と消費電⼒量から計算した

COP （成績係数）の結果を図4.5 に⽰す。
 7 〜9 ⽉以外､想定値よりやや低い。要因は暖房
時稼働時間の延⻑により暖房負荷が増え､熱源⽔
往温度が低い⽔温となったことである（次項）。

図4.5 COP（成績係数）図4.4 消費電⼒量

５⃣ 熱源⽔温度経時変化
 熱源⽔温度（往･還）の経時変化を表したグラ
フを図4.6 に⽰す。

 前項に記載した通り、冬期の熱源⽔往温度が低
い温度となった。冬期の稼働時間の増加が要因
と推測する。

６⃣ ⼀次エネルギー削減量
 ⽣産熱量を従来⽅式（吸収式冷温⽔機）で供給
した場合を想定し、消費電⼒量と燃料消費量の
⽉別の⽐較を図4.7 に⽰す。

 ⼀次エネルギー削減量は 374,436MJ で、従来
⽅式に⽐べ 36％の削減率であった。

図4.7 ⼀次エネルギー削減量図4.6 熱源⽔温度経時変化
７⃣ ⼆酸化炭素削減量
 前項の消費電⼒量と燃料消費量に⼆酸化炭素排
出係数を乗じ、⼆酸化炭素削減量を計算した⽉
別の結果を図4.8 に⽰す。

 当初想定値の52.3％より低い、47％の⼆酸化炭
素削減量となった。

８⃣ まとめ
 ⽣産熱量は想定の 146％、消費電⼒は 171％で
あった。想定値を上回った要因は冬期の暖房負
荷の増加であると考える。

 稼動時間は冷房と暖房のピーク期に想定よりや
や⻑かったが、中間期等では短く、年間の合計
では想定値の 82％の稼働率であった。

 冬期 COP は想定を 10％程度下回る。冬期の暖
房負荷が⼤きく熱源⽔温度を低下させ、ヒート
ポンプの効率が低下したためである。

 夏期の COP は想定より 20％程度上回った。
 ⼀次エネルギー削減量は従来⽅式に⽐べ 374GJ
（36％減）、CO2 削減量は 32.3ｔ（47％減）と
なった。CO2 削減量は当初想定の 23.9t-CO2 よ
りも 8.3t-CO2 多くなったが、削減率は当初想定
の 52.3％より低い値となった。

 冬期の稼動時間を抑え､暖房時の熱源⽔温度が下
がり過ぎない運転を⾏なうことでCOP が上が
り､さらに削減効果を⾼めることができる。図4.8 ⼆酸化炭素削減量
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